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本 と 私 

看護学部 松尾 尚美 

幼い頃から読書が好きでした。母が読み聞かせをしてくれる時間が毎晩の楽しみでした。『秘密の

花園』、『アンネの日記』、『クオレ』、『レ・ミゼラブル』・・・世界の名作を少しずつ読んでくれ、母

の朗読する声を聞きながら、異国の世界に思いを馳せる日々でした。 

私の思い出に残る本はニ冊。 

一冊目は『秘密の花園』。私にとってナンバー1 の児童文学です。 

富豪の家に生まれながら誰にも愛されず、わがままで少々偏屈に育った主人公メアリ。両親の病

死で移り住んだ叔父の豪邸にて、鍵のかかった庭を見つけ、少年やいとこと共に「秘密の庭」とし

て再生させていくお話です。物語に描かれている鳥や狐は可愛らしく、キラキラと眩しい陽の光と

大地に力強く根差した植物の数々。自然が豊かに描写され、それらを慈しみ、手にかければかける

ほど素晴らしく変化していく秘密の庭。これらに喜びを覚えながら、自分達も気付かぬうちに心身

共に健康に成長していく 3 人。「素晴らしく変わっていく」あり様が力強く、幼少期の私の未来を照

らしてくれるものでした。最後の結末にも、希望がありました。 

思い出のニ冊目は、高校の教科書に掲載されていた『山月記』。『山月記』にある「臆病な自尊心と

尊大な羞恥心」というテーマに、多感な高校生の私はただただ圧倒されました。己の弱さやプライ

ドの高さ、自己中心的な考えを反省しながらも虎として生きていかざるを得ない李徴。虎になって

もなお自分のプライドに縛られてしまう姿に、人の弱さ、哀れ、葛藤など、自分の中にある様々な

感情と出会ったことも思い出します。当時、私は勉学や部活に取り組む日々。『山月記』を通して、

私は自分の「自尊心」、積極的に切磋琢磨をする場面になると「臆病さ」や「羞恥心」から一歩引い

てしまう自分自身の態度にも気付かされたのでした。 

人生を歩んでいる過程で、時として自分の無能さに逃げたくなる時もありますが、そのような時

は今でも李徴を思い出すのです。目の前のことに向き合えているのかと。 

私にとって本を読むということは、温かい思い出を創り、自己の様々な感情と出会い、人生を豊

かにしてくれるものです。これからも本を読むことを人生の糧にしていきたいと思っています。 
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◆開館カレンダー 

□開館    9：00－20：00 

■土曜日     9：00－17：00 

■休館 

 

東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、X で 

ご確認ください。 

 

 

紀尾井町 

キャンパス 

8 月 26 日、29 日に、麹町中学校の生徒 2 名が職場体験学習を

行いました。2022年に依頼を受け今年で 3年目、図書室の仕事を

やってみたいと思う生徒さんが毎年いることに嬉しさも感じます。  

新着雑誌の受入作業や配架、バックナンバーの整理、所蔵情報の

変更など、２時間集中して行ってくれました。 

9 月 20 日から図書館学生アドバイザー

相談カウンターがスタートしました。学生の

視点で、より身近な立場から、皆さんの図書

館利用を支援します。利用方法や資料の探し

方など、気軽に相談してください。在席スケ

ジュールは図書館HP、Xでご確認ください。 

※相談受付の対象は学生のみです 

 

 
ご来館をお待ち 
しています。 

東金キャンパス展示 
「HALLOWEEN」 

ハロウィンに関する風習、レシピ本、物

語などの他、魔女や怪物、魔法が出てくる

ミステリアスな話、怖い話などを選んでみ

ました。秋の夜長 

にどうぞお楽しみ 

ください。 

 

 

中学校では図書係を

やっている 3 年生と、大

好きなジブリの関連図

書を思わず手に取って

読み始めた 1 年生の、と

ても本好きな２人。この

まま本への興味を持ち

続けてくれますように。 

 


